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北
方
四
島
交
流
セ
ン
タ
ー
の
最
近
の
出
来
事

洋
上
慰
霊
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
コ
ロ
ナ
禍
並
び
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
を
受
け
、
北
方
墓
参
事

業
が
行
え
な
い
中
で
、
元
島
民

の
方
々
の
「
せ
め
て
四
島
の
近

く
で
慰
霊
し
た
い
」
と
い
う
切

実
な
思
い
に
応
え
る
た
め
、
千

島
連
盟
と
北
海
道
が
国
の
支
援

を
受
け
て
、
洋
上
慰
霊
を
行
い

　
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
「
良

か
っ
た
」
と
い
う
声
も
き
か
れ

ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
一
日
も
早
く

終
結
し
て
、
四
島
に
上
陸
で
き

る
北
方
墓
参
事
業
の
再
開
を
願

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
慰
霊
は
、
７
月
２
３
日
か
ら

８
月
１
０
日
ま
で
全
１
０
回
実

施
さ
れ
、
荒
天
の
た
め
や
む
な

く
出
港
を
断
念
し
た
日
も
あ
り

ま
し
た
が
、
総
勢
２
９
９
名
の

元
島
民
関
係
者
が
参
加
し
ま
し

た
。

【出発前の記念撮影 7/23】

【乗船する様子 7/25】

【根室港を出発する様子 8/10】



北
方
領
土
返
還
要
求
根
室
市
民
大
会
開
催
／
８
月
７
日

北
方
少
年
少
女
塾

根
室
管
内
の
小
中
学
生
が
北
方

領
土
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
「
北

方
少
年
少
女
塾
」
で
、
市
立
歯

舞
学
園
の
児
童
が
当
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
歯
舞
学
園
の
皆
さ
ん
は
、
北

方
領
土
返
還
要
求
運
動
原
点
の

地
の
児
童
と
し
て
真
剣
に
学
ん

で
い
ま
し
た
。

【根室市立歯舞学園の児童 8/26】

　
８
月
７
日
に
当
セ
ン

タ
ー
横
の
特
設
会
場
に

て
「
北
方
領
土
返
還
要

求
根
室
市
民
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
北
方

領
土
返
還
要
求
運
動
を

強
力
に
推
進
す
る
決
意

を
表
明
し
、
全
国
に
そ

の
声
を
発
信
し
て
国
内

外
の
世
論
を
高
め
る
た

め
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
会
場
に
集
ま
っ
た
元

島
民
ら
約
５
８
０
人
の

力
強
い
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
で
、
一
日
も
早

い
返
還
を
訴
え
ま
し

た
。



青
少
年
等
現
地
視
察
団
が
来
館
さ
れ
ま
し
た

　
青
少
年
等
現
地
視
察

団
は
、
中
学
生
が
間
近

に
見
え
る
北
方
領
土
を

自
ら
の
目
で
確
認
す
る

と
と
も
に
、
北
方
領
土

関
連
施
設
の
訪
問
や
故

郷
を
追
わ
れ
た
元
島
民

の
体
験
談
を
聞
く
等
の

機
会
を
通
じ
て
、
領
土

問
題
や
国
際
問
題
を
身

近
な
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
自
分
で
考
え
て
行

【大分県現地視察団 8/3】

【京都府現地視察団 8/9】

【福岡県現地視察団 8/17】

【高知県現地視察団 8/18】【山梨県現地視察団 8/19】

【茨城県現地視察団 8/21・22】【富山県現地視察団 8/24】

動
す
る
力
を
養
う
き
っ

か
け
と
、
返
還
要
求
運

動
を
継
承
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

 
各
府
県
か
ら
訪
れ
た

生
徒
た
ち
は
、
根
室
管

内
の
北
方
領
土
関
連
施

設
を
め
ぐ
り
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
説
明
員
に

よ
る
館
内
案
内
で
北
方

領
土
の
知
識
を
深
め
、

ま
た
、
元
島
民
に
よ
る

当
時
の
体
験
談
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
夏
休
み

の
貴
重
な
経
験
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。



▲

道ＨＰはこちら

ОБЪЯВЛЕНИЯ ニホロからお知らせ
令和４年８月の来館者　2,551名　これまでの来館者　795,555名

今月（９月５日）は何の日？

ソ
連
が

北
方
四
島
を
占
領

【エリヨシくん】

　
ソ
連
は
８
月
２
８
日
か
ら
こ

の
日
ま
で
に
北
方
四
島
す
べ
て

を
占
領
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾

し
、
降
伏
の
意
図
を
明
確
に
表

明
し
た
後
の
進
撃
の
開
始
で
し

た
。

　
ま
ず
、
８
月
１
８
日
か
ら
千

島
列
島
の
占
領
を
開
始
し
３
１

日
ま
で
に
は
ウ
ル
ッ
プ
島
ま
で

の
占
領
を
完
了
し
ま
し
た
。
次

い
で
米
軍
の
不
在
が
確
認
さ
れ

た
北
方
四
島
に
兵
力
を
集
中

し
、
９
月
５
日
ま
で
に
択
捉

島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及
び
歯

舞
群
島
の
全
島
を
占
領
し
た
も

の
で
す
。

　
昭
和
１
６
年
４
月
２
５
日
批

准
し
た
日
ソ
中
立
条
約
は
ま
だ

有
効
な
期
間
中
の
攻
撃
・
占
領

で
し
た
。

　

「
令
和
４
年
度
北
方
領
土
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
 

作
品
募
集

　
北
海
道
で
は
、
北
方
領
土
問
題
と
北
方
領
土
隣
接

地
域
へ
の
理
解
や
関
心
を
高
め
る
た
め
、
北
方
領
土

や
北
方
領
土
隣
接
地
域
（
根
室
管
内
１
市
４
町
）
に

関
す
る
動
画
を
募
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
中
学
生
以
上
の
国
内
在
住
の
方
。

　
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



1 日 木

2 日 金

3 日 土

4 日 日

5 日 月

7 日 水

8 日 木

9 日 金

10 日 土

11 日 日

12 日 月

13 日 火

14 日 水

15 日 木

16 日 金

17 日 土

18 日 日

19 日 月

20 日 火

21 日 水

22 日 木

23 日 金

24 日 土

25 日 日

26 日 月

27 日 火

28 日 水

29 日 木

※紙面の都合上、行事の無い日は割愛させていただく場合があります。

日　付 時　間 行　事　名

13:00～17:00 ペアフレンド

10:05～11:45 北方少年少女塾「中標津町立広陵中学校２学年」1班

　　　〃 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　2班

13:00～15:00 富山県民会議「40周年記念事業に係る北方領土学習」

11:55～13:50 北方少年少女塾「標津町立標津小学校５学年」

9:00～17:00 連合「平和行動　ｉｎ　根室」

13:00～16:00 白樺サークル

10:05～11:45 北方少年少女塾「中標津町立広陵中学校２学年」3班

14:00～16:00 (独)北対協「北方領土オンラインゼミナール」

　　　〃 　　　　　　　　　　〃

10:00～12:00 厚岸町役場「この目で見よう！北方領土」

11:30～13:00 別海町　子育て支援センター「見学」

13:00～17:00 ペアフレンド

10:30～12:00 雇用労働組合 北海道地方協議会「北方領土研修会」

11:30～13:00 別海町　子育て支援センター「見学」

10:00～12:00 厚岸町役場「この目で見よう！北方領土」

13:00～16:00 北海道青少年現地視察団「北方領土学習」

13:00～17:00 ペアフレンド

13:00～16:00 白樺サークル

▲市HPリンク

ПЛАН 行事予定（９月）

6 日 火

　
ニ
ホ
ロ
タ
イ
ム
ス
は
、
根

室
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
７
月
２
７
日
か
ら
、
各

県
の
青
少
年
（
中
高
生
）

視
察
団
が
北
方
領
土
学
習

の
た
め
に
、
続
々
と
ニ
ホ

ロ
に
来
館
し
て
い
ま
す
。

　
北
方
領
土
問
題
に
つ
い

て
知
っ
て
い
る
子
、
知
ら

な
い
子
と
様
々
で
す
が
、

元
島
民
の
方
々
の
お
話
な

ど
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
す
。

　
何
事
も
ま
ず
は
「
知
る

こ
と
か
ら
」
、
そ
し
て
、

戦
争
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の

せ
い
で
引
き
起
こ
さ
れ
る

悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
、
そ
の
思
い
を

次
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

(

О

)

編
集
後
記


